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１．南陽市の市政紹介 

 

【南陽市の地勢】 

南陽市は、東に奥羽山脈をひかえ、南から西にかけて吾妻（あ

ずま）山系と飯豊（いいで）山系に囲まれた山形県南部の置賜盆

地に位置し、北に白鷹山に連なる丘陵、南に置賜盆地に広がる扇

状地に市街地が広がり、扇先部を最上川が西流しています。 

 

【南陽市の気候】 

南陽市は内陸に位置するため、朝と夜の気温差が大きい気候に

なっています。このため、凍害と言った積雪寒冷地特有の損傷が

多く見られます。 

市域は特別豪雪地帯に指定されており、山間部へ向かう路線の

多くは冬期閉鎖となります。 

市街地の積雪は比較的少なめですが、凍結抑制剤を散布する路

線に架かる橋梁については、塩害等の損傷の顕在化が今後、懸念

されます。 

 

【南陽市の人口】 

平成７年の人口は３６，８１０人であった

が、平成２２年では３３､６５８人と年々減

少傾向にあります。 

また、６５歳以上の高齢者の人口は、全体

の約３割程度と山形県と比較すると同程度

ですが、平成 7年度と比較すると著しく高齢

化が進んでおります。 

 

【南陽市の交通】 

南陽市内では国道１３号と国道１１３号

（自動車専用道路含む）が交差しているほか、

東北中央自動車道の整備も進められており、

交通の要所となっています。 

このため、これら幹線を結ぶ市道は重要な

位置付けとなっています。また、市近郊には

赤湯温泉や鶴の恩返しの伝説をはじめ豊富

な観光資源に恵まれており交通の往来が多

くなっています。 

表 1.1 南陽市の人口 

南陽市ホームページより 

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
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表 1.2 全国、山形県、南陽市の人口構成(国勢調査値) 

図 1.1 南陽市の位置 



２．長寿命化修繕計画の背景と目的 

 

（１）背景 

○南陽市が管理する橋梁２０４橋のうち、高齢化橋と言われる橋齢５０年を超えた橋梁は、現在で

も１６％（３３橋）と比較的多いですが、２０年後には７３％（１４９橋）となり、７割以上の

橋が高齢化橋となってしまいます。今後、これらの橋梁に対して、これまでの「対症療法的維持

管理」を継続した場合、維持管理コストが非常に高くなり、適切な維持管理が困難になる恐れが

あります。(図 2.1) 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 今後 20 年間に橋齢 50年を超える橋の推移 

○南陽市の地形は盆地となっていることから、冬は気温が低く、朝と夜の気温差も大きい気候にな

っているため、コンクリート部材においては、凍害など積雪寒冷地特有の損傷により劣化が進行

しています。また、凍結抑制剤を散布する路線に架かる橋については、塩害による損傷が今後顕

在化する可能性があります。 

○南陽市内では国道１３号と国道１１３号（自動車専用道路含む）が交差しているほか、東北中央

自動車道の整備も進められており、交通の要所となっています。このため、これら幹線を結ぶ市

道は重要な位置付けとなっています。 

○市近郊には赤湯温泉や鶴の恩返しの伝説をはじめ豊富な観光資源に恵まれており交通の往来が

多く、観光や市民生活にとっても、橋は重要な役割を担っています。 

○近年多発する地震や大雨のような災害時に輸送路や避難路を保つことは、市民の暮らしにおける

安全・安心を確保するうえで重要な課題となっています。 

○平成２１年度の診断では対策が必要な橋梁は１７橋（４４％）、早期に対策が必要な橋梁は６橋

（１５％）でした。平成２３年度の診断の結果では対策が必要な橋梁は７７橋（３８％）、早期

に対策が必要と判断した橋は１１橋（６％）でした。 

全体に占める各比率は低下していますが、橋梁数は大幅に増加しています(表 2.1)。今後、適切

な維持管理を行わないと通行止めや通行規制が必要な橋梁が増加する恐れがあります。 

平成２１年度の修繕計画にお

いて、早期に対策が必要と診断

した橋梁のうち、１橋は対策済

み、２橋は事業中（設計を含む）

です。 

表 2.1 対策区分別橋梁数 
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表 2.1 対策区分別の橋梁数 
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２）目的 

前記のような背景から、主に以下の３つの項目を主目的として、長寿命化修繕計画を策定（更新）し

ます。 

①長寿命化およびコスト縮減 

これまでの対症療法的な対応から計画的かつ予防保全的な対応に転換することに加え、橋梁の管理

区分をこれまでよりも細分化することにより、橋梁の更なる長寿命化を図るとともに、トータルとし

ての維持管理費用の増大を抑制する。 

②予算の平準化 

計画的な維持管理を行い、補修工事の早めの実施等により、将来における維持管理費用の集中を抑

制する。 

③道路ネットワークの安全性・信頼性の確保 

橋梁点検や修繕・架け替えを計画的に進め、事故等につながる損傷を早期に発見するとともに、生

活や一般交通に支障を及ぼさないよう橋梁を最適な状態に保ち、道路ネットワークの安全性、信頼性

を確保する。 

 

 

 

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本方針 

 

１）管理区分の設定 

平成２１年度 南陽市橋梁長寿命化修繕計画では点検を完了した橋長１５ｍ以上の橋梁について、

「対処療法型管理」から「予防保全型管理」への転換を基本方針に計画を策定しました。 

平成２３年度 南陽市橋梁長寿命化修繕計画では、新たに実施した点検の結果や現橋の健全性・利

用状況、今後の維持管理性や維持管理費用縮減を考慮し、全橋梁を３つの管理区分に分類しました。 

また、管理区分は予防保全の対策レベルに応じて、５つに細分化しました。 

なお、管理区分の違いにより安全性に差をつけるものではないことに留意する。 

 

【管理区分】 

①予防保全型管理：予防保全的な対策により橋梁の長寿命化を図る。 

  （戦略的）   橋長が長い、耐久性がある特殊鋼材を使用している、道路や鉄道に架かる等 

          特に重点的な管理が必要な橋 

②予防保全型管理：予防保全的な対策により橋梁の長寿命化を図る。 

③対症療法型管理：最低限の止水・防水対策を行い出来るだけ供用年数の延伸化を図る。 

対策は進行した損傷のみについて行い、適宜架け替えに向かう。 

④対症療法型管理：橋梁パトロールを行いながら、更新が事業化されるまで安全確保上最低限の 

（計画的更新） 対策を行い、適宜架け替え（更新）に向かう。 

⑤継続観察型管理：代替路確保が可能で、補修では必要な安全性を確保出来ないため撤去へ向かう。 

 



 

 

図表 3.1 管理区分選定フロー 

 

 

 

 

 予防保全型
 戦略的管理 

   橋 

　 架替計画がある橋
　 架替(または           化 が適当な橋
　　・橋長5m未満の小規模橋(           除く)
　　・木橋 石橋
　　・損傷が著しく架替(または           化 を行った
　　　方が経済的な橋

　 橋長が長く(80m超) 修繕費用が高額となる橋
　 耐候性鋼材(耐久性がある特殊鋼材)を使用しており
　　 適切な管理が必要な橋
　 道路や鉄道に架かり第三者被害予防措置が必要な橋

 予防保全型
   橋 

 対症療法型
   橋 

 対症療法型
 計画的更新 

   橋 

   

  

   

  

   

橋梁点検結果をもとに
進行した損傷に対して
対策を実施
初回の補修時のみ 橋
梁は防水対策を実施
 ・伸縮装置非排水化
 ・橋面防水
 ・定期点検( 年    )

橋梁(ボックスカルバー
ト)の供用年数を出来る
だけ延伸させる

              橋
冬期閉鎖路線
　　に架かる橋   橋
パイルベント形式  橋

橋梁点検により 損傷の
状況を確認しながら順
次更新の検討を行う 

  + 損傷のある橋梁
は年1回の橋梁パトロー
ルにより進行を確認しな
がら 更新が事業化され
るまで安全確保上最低
限の対策を実施

・定期点検( 年    )

 橋長5m未満   橋
 木橋 石橋   橋

劣化が顕在化する前に
機能回復や予防保全措
置を行う
 ・伸縮装置非排水化
 ・橋面防水
 ・支承金属溶射
 ・高耐久性塗装　等
 ・定期点検( 年    )

目標耐用年数 90年

劣化が顕在化する前に機能回復や予防保全措
置を行うほか 早期に損傷を発見出来る対策の
実施や鉄道や道路に架かる橋梁は 第三者被害
予防措置の実施
 ・伸縮装置非排水化
 ・橋面防水
 ・支承金属溶射
 ・高耐久性塗装　等
 ・定期点検( 年    )
 ・      のうき等が確認された場合は緊急対応

目標耐用年数 120年

橋長   超橋  橋
耐候性鋼材橋  橋
跨線橋  橋
跨道橋(           含む)  橋

  

  ボックスカルバート
  冬期閉鎖路線に架かる橋
　　　※  橋除く
  橋長10m未満のパイルベント形式橋

市が管理する全ての橋梁    橋 
道路橋 橋長≧2m  歩道専用橋

   利用制限の検討が必要な橋 代替路確保が可能 

  

   

 継続観察型
  橋 

補修だけでは必要な安
全性を確保出来なくか
つ 近隣に迂回ルートが
確保出来る橋 

 地域の利用者の理解を
得ながら 通行規制や
撤去の検討を行いま
す 

 撤去工事が開始するま
での間は落橋に至るよう
な著しい損傷の進行が
生じていないかを橋梁
パトロールにより継続的
に確認する 



 

予防保全型（戦略的）管理（１１橋）の例 

長大橋（橋長 80m 以上）である置賜大橋、新生橋、新生橋歩道橋、跨線橋である前小屋跨線橋、

跨道橋である檜原 1 号橋、檜原２号橋、郡山東橋、郡山西橋、秋葉フルーツ橋、神明橋、道路ボ

ックスカルバートである上野高架橋については、架け替えや大規模補修が難しいこと、第三者被

害予防の観点から、点検頻度を増やす（3年サイクル）など重点的に維持管理を実施（目標寿命１

２０年を目指す/一般的な橋梁の寿命の 2倍程度） 
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郡山東橋 

跨道橋 

上野高架橋 

道路ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 



 

２）健全度の把握 

【橋梁点検／市職員または専門家が実施】 

○山形県橋梁点検要領(案)に基づいた定期点検の実施（対象：全管理橋梁） 

管理区分や補修工事の実施状況に応じて、以下に示す時期またはサイクルで点検を実施します。 

・予防保全型（戦略的管理）橋梁：定期点検 1回／3年 

・予防保全型（戦略的管理）以外の橋梁：定期点検 1回／5年 

・補修工事完了橋梁：補修工事完了から 2年後 

・著しい損傷や前回点検と比較し著しく損傷が進行性している場合：「特別点検/近接」を実施 

次回より 2 巡目の点検となるため、初回点検時からの損傷の進行、特に損傷が進行しやすい（桁

端部、コンクリート橋の外桁、地覆部、下部工の雨がかり部）箇所および、補修を実施した箇所

は注意して点検を実施します。 

 

○異常時点検の実施（対象：全管理橋梁） 

・地震や大雨など災害が発生した際に実施します。 

 

○橋梁パトロールの実施 

・著しい損傷（Ⅱ＋）が生じているが、直ち（次回点検まで）に事業化出来ない場合、１年サイク

ルで損傷の進行性を継続観察し、損傷の進行が早い場合は優先的に事業化を行う(事業化まで継続

的に実施)。 

・継続観察型橋梁で、損傷が顕在化した場合に、１年サイクルで損傷の進行性を継続観察し、事業

化（撤去）の検討を行う。(事業化まで継続的に実施) 

・冬期閉鎖路線に架かる橋梁について、閉鎖解除前に目視点検を行い、橋梁の安全性を確認します。 

 

 

【橋梁診断／専門家が実施】 

橋梁点検結果をもとに対策の必要性および、対策時期を適切に判断するため、対策区分に従い橋梁

診断を実施します。（山形県県土整備部による技術助言を受けます） 

表 3.1 対策区分 

対策区分 内容 

Ⅰ 緊急対応が必要(第三者被害の影響を含む) 

Ⅱ＋ 優先的に対策が必要（概ね 5年以内） 

Ⅱ 早期の補修が必要 

Ⅲ 
損傷範囲が小さく当面補修を行う必要がない 

または、橋梁の長寿命化を考えた場合、予防保全的対策が望ましい 

ＯＫ 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない 

※診断精度の向上を図るため、上位の機関が定める基準を参考に対策区分の見直しを行いました。 

 平成 21年度の橋梁についても再診断を行っています。 



 

３）日常的な維持管理の実施 

○軽微な損傷や機能不全及び漏水に対しては、予防保全的措置として簡易な予防対策を行い、劣化要因

を早期に除去します。 

・排水枡、排水管の土砂詰まりの解消及び橋座面の堆積土砂の撤去 

・高欄等の軽微な腐食や塗膜傷などのタッチペイント等による再塗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域住民と連携して、橋を守るための取組み（清掃，土砂撤去）を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）技術者（市職員、施工業者）の育成 

○山形県等が主催する橋梁点検や補修に関する講習会等に参加し、橋梁の劣化損傷特性、点検技術手

法、対策工法の選定などの知識や見識を深め、日常管理に役立てます。 

 

○山形県が主催を計画している補修工事に関する講習会に地元施工業者の積極的な参加を促し、補修

工事の品質向上に役立てます。 

 

橋面の土砂撤去 

 

橋面の清掃 

 

橋面の土砂撤去 



４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用縮減に関する基本方針 

 

○損傷が深刻化して大規模な修繕を実施する事後保全から、定期的に点検を実施して損傷が深刻化する

前に修繕を実施する予防保全への転換を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 事後保全から予防保全への転換のイメージ 

 

○橋梁長寿命化修繕計画に基づく、初回修繕工事の際は全ての橋梁について、防水対策（伸縮装置の非

排水化、橋面防水層設置）を実施し、橋梁の耐用年数の延伸を図ります。 

 

○高耐久性塗装（鋼部材）やコンクリート塗装、支承の金属溶射等、機能や効果を長い期間持続出来る

材料を使用し、塗り替え回数を減らすことにより修繕費用の縮減を図ります。 

 

○損傷が著しいため、補修よりも架替または構造変更を行った方が経済的な橋、また、そうすることに

より、今後の維持管理費用を低減出来る型式の橋（橋長5m未満の小規模橋、木橋、石橋）については、

橋梁点検により損傷の状況を確認しながら順次更新の検討を行います。 

 

○将来的には、全ての橋梁について予防保全型管理に移行することを目指します。 

 

○修繕計画の当初は、事後保全的な補修を実施していきますが、著しい損傷（Ⅱ＋）が生じているが、

ただち（次回点検まで）に事業化出来ない場合、１年サイクルで損傷の進行性を継続確認し、損傷が

著しく進行する場合は直ちに事業化を行います。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○点検、診断、補修の橋梁マネジメントサイクルを定着化させ、効率的・効果的な維持管理を実施しま

す。 

○点検やパトロールにより健全性の把握及び日常的な維持管理の基本方針とともに、これまでの対処療

法型管理から、予防保全型管理への転換に努め、橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係わるコスト縮

減を図ります。 

○第三者被害の影響が考えられる損傷を発見した場合は、直ちに対処します。 

 

橋梁マネジメントサイクル

定期点検
市職員または専門家が実施

点検強化(橋梁パトロール)

  市職員が実施
     年サイクル 
　

点検強化(橋梁パトロール)

  市職員が実施
 　冬期閉鎖路線に架かる橋梁
　  閉鎖解除前に実施 

事業化まで継続

　  修繕・更新工事

予防保全工事　更新・構造変更工事 事後保全工事

長寿命化修繕計画の当初は傷んだ橋を優先的に補修し 
将来的には全管理橋を予防保全型管理に移行する 

  + の損傷あり次回点
検までに事業化出来ない

・事後保全的対策が必要
・予防保全的対策が有効

応急対策
が必要

 緊急対応(通行止め含む)
 第三者被害予防措置実施
  ・道路ボックスカルバート
  ・跨線橋
  ・跨道橋

損傷が著しく進行
専門家が実施

 特別点検 

予防保全型 戦略的 管理橋梁
  年サイクル 

予防保全型 戦略的 橋梁以外
  年サイクル 

変更

記　録

橋梁診断
専門家が実施

事業化決定

損傷なし
軽微な損傷

・排水桝 橋座面の土砂撤去
・流末処理の改善 等

簡易な予防保
全措置が有効

恒久対策

対策済み

対策済み

対策済み

山形県県土整備部の支援
技術的助言

技術的助言

継続観察型橋梁
廃橋

事業化決定

事業化決定

 

 

 



５．計画の概要 

 

１）対象橋梁 

平成２３年度の長寿命化修繕計画は、平成２０年度に策定した長寿命化修繕計画（３９橋）に橋梁点

検を完了した１６５橋を加えた全管理橋２０４橋（ボックスカルバート含む）について計画の更新を

行いました。 

ボックスカルバートも道路を構成する一部であり、常に健全性を把握する必要があるため、長寿命化

修繕計画の対象としました。 

 

表 5.1 長寿命化修繕計画対象橋梁内訳 

市道1級 市道2級 その他
歩道

専用橋
合計

全管理橋梁数(２ｍ以上) 22橋 8橋 165橋 9橋 204橋

うち計画の対象橋梁数 22橋 8橋 165橋 9橋 204橋

これまでの計画策定橋梁数 8橋 1橋 27橋 3橋 39橋

うち平成２３年度計画策定橋梁数 14橋 7橋 138橋 6橋 165橋
 

 

 

２）点検結果より診断した管理橋梁の現在の状態 

全管理橋梁２０４橋を診断した結果を「緊急対応や対策が必要な橋」、「補修が当面不要あるいは補修

が不要な橋」に分類しました。 

南陽市が管理する橋梁のうち、緊急対応や対策が必要な橋の割合は４３％（８８橋）でした。 

 

緊急対応や対策が必要な橋：８８橋（４３％） 

・対策区分Ⅰ(緊急対応が必要(第三者被害の影響を含む))：０橋 

・対策区分Ⅱ＋(優先的に対策が必要（概ね 5年以内）)：１１橋 

・対策区分Ⅱ(早期の補修が必要)：７７橋 

対策が当面不要あるいは対策が不要な橋：１１３橋（５５％） 

・対策区分Ⅲ(損傷範囲が小さく当面補修を行う必要がない 

または、橋梁の長寿命化を考えた場合、予防保全的対策が望ましい)：１９橋 

・対策区分ＯＫ(損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない)：９４橋 

事業済み（対策済み、設計中、工事準備中）：３橋 

 

※診断は「山形県橋梁長寿命化総合マニュアル（案）H22.6 山形県 県土整備部」を参考 

※今後、５年（または３年）ごとの定期点検を行い、管理橋梁の状態を見直します。 

 

 



 

３）計画内容 

○補修計画 

・計画の当面は、診断において対策区分Ⅰ、Ⅱ＋、Ⅱ（主構、床版のみ）と評価された橋梁について、

対策の緊急性、損傷を受けた部材の重要性、路線の重要性、管理区分を考慮し、事業の優先順位を定

めて修繕を実施します。 

・コンクリート製の防護柵については、現在の基準（安全性）を満たす鋼製の防護柵に順次更新を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-1 コンクリート製防護柵 

○架替（構造変更）計画 

・損傷が著しいため、補修よりも架替または構造変更を行った方が経済的な橋、また、そうすること

により、今後の維持管理費用を低減出来る型式の橋（橋長 5m 未満の小規模橋、木橋、石橋）につい

ては、橋梁点検により損傷の状況を確認しながら順次更新の検討を行います。 

・平成２０年度、２１年度、平成２２年度の点検結果では、損傷が著しく架替（構造変更）が必要と

診断された橋梁は２橋ありました。 

これらの橋梁は、冬期閉鎖路線に架かる橋で、交通量が少ないため、定期的に経過を観察しながら

計画的に架替（構造変更）を実施します。 

 

○撤去（撤去）計画 

・鋼吊型式の橋については、損傷が著しく進行しており、現在通行制限がおこなわれていることから

利用者の理解を得ながら撤去を検討します。当面の間は橋梁パトロールを行い、橋の健全性を継続的

に把握し、必要に応じて通行止め等の措置を講じます。 

・パイルベント形式の橋梁については、耐震性が著しく劣ることから、関係機関と協議を行い撤去を

検討します。当面の間は、橋梁パトロールにより健全性を把握します。 

 



 

○長寿命化計画 

・計画の当初は対症療法型の管理を実施していきますが、「対症療法型工事」と併せて「予防保全型工

事」を実施し、将来的には、全ての橋梁について予防保全型管理に移行していきます。 

・橋長８０ｍを超える置賜大橋、新生橋、新生橋歩道橋、跨線橋である前小屋跨線橋、跨道橋である

檜原 1号橋、檜原２号橋、郡山東橋、郡山西橋、秋葉フルーツ橋、神明橋、道路ボックスカルバー

トである上野高架橋については、点検頻度を増やすなど重点的な維持管理を行います。 

「コンクリートのうき」等、第三者被害の影響が考えられる損傷を発見した場合は直ちに対処しま

す。 

・予防保全的な工事（伸縮装置非排水化、橋面防水、支承金属溶射、高耐久性塗装 等）を行うことに

より、橋梁の耐用年数を出来るだけ長くすることを目指します（目標耐用年数９０年）。 

・予防保全的な措置（路面や橋座面の土砂撤去、軽微な腐食の再塗装）を行うことにより、部材の耐用

年数を出来るだけ長くすることを目指します。 

・特定の年度に補修時期が集中し、補修予算が突出しないように、計画的な維持管理を行います。 

 

※補修計画・架替え計画については、最新の点検やパトロール結果を踏まえ、必要に応じて見直しを

行います。 

 



６．長寿命化修繕計画による効果（試算） 

 

○将来の事業費予測（５０年間） 

平成２０年度、２１年度、２２年度の橋梁点検に基づく試算によれば、橋梁長寿命化修繕計画に

基づく計画的な対策（５ｍ以上 予防保全型管理）を実施した場合、全橋梁を従来の「傷んでから

治す管理（対症療法型管理）」を継続した場合と比較して、今後５０年間で、４８．４億円→３７．

８億円（▲１０．６億円）となり、約２１．９％程度の縮減効果が見込まれる。 

今後は、継続的に橋梁点検を実施し、南陽市の橋梁の劣化曲線を作成し将来の事業予測の精度を

向上させるとともに、予防保全的工事を計画的に行い更なるコスト縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

修繕・更新費（億円）

将来の事業費予測（50年間）

対症療法型管理

予防保全型管理

21.9%縮減

10.6億円



７．これまでの取り組み 

 

○健全度を把握するための取り組み 

橋梁定期点検（全管理橋について、５年サイクルの初回点検を完了） 

 

点検年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

点検橋梁数 ３９橋 ６１橋 １０４橋 

点検橋梁数の累計 39 橋/195 橋 100 橋/195 橋 204 橋/204 橋 

 

今後は、管理区分ごとの点検サイクルに従い、橋梁点検を実施し橋の健全度を継続的に把握しま

す。 

 

○維持修繕に関わる取り組み 

Ｈ２２年度 花台橋補修工事 

対策工：橋面防水工、主桁塗装、床版補修、下部工補修 

伸縮装置交換、防護柵交換、地覆補修、排水管補修 

橋面の状況 

 

 

 

 

 

 

対策前                   対策後 

橋体の状況 

 

 

 

 

 

対策前                   対策後 

 

 

 



 

 

Ｈ２１年度 平舘橋補修工事 

対策工：地覆補修 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策前                対策後 

 

Ｈ２２年度 妹背橋補修工事 

対策工：地覆補修 

 

 

 

 

 

 

対策前                 対策後 

 

○日常的な維持管理に関わる取り組み 

・予防保全的措置（橋面の土砂払い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・市職員による緊急点検（東北地方太平洋沖地震） 

緊急点検の結果、通行規制が必要となるような重大な被害はありませんでした。 

地震以前に行った橋梁点検の結果と比較することにより、地震による被害の有無が確認でき

ました。地震による被害は軽微であったため、橋梁診断を行ったのち、長寿命化修繕計画の

対策順位の見直しを行います。 

図表 7.1 緊急点検時の点検写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術者の育成 

山形県が主催する橋梁点検や補修に関する講習会やシンポジウムへの参加 

 

講習会への参加                 シンポジウムでの発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

１）計画策定担当部署 

山形県 南陽市 建設課 

２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

東北大学大学院工学研究科 久田 真 教授 

 

 

 

 

 


